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い きい きシングル ライフ第 5回
1999年 3月 18日 (木 )

1、 「ひとりぐらし」のイメージについて

2、 (講座を受けた感想を聞いたあとに)

〔交通整理〕さまざまなシングル

3、 シングルのメリット・デメリット

4、 〔グループ・ トーク〕①
◆自己紹介
・私の「シングルのメリット・デメリット」

(発 表)

5、 〔グループ・ トーク)②
・ 「シングルを楽しく暮 らす知恵」について

(発 表 )

5、 まとめ :い きいきシングルライフに向けて

「シングルは孤独」か ?

ネットワークヘの参加        =

行政に対する働きかけ
「要求・要望」から、まちづくりの「提言 0参画」ヘ



2、 さまざまなシングル11)

a.相次 ぐシングルズ 。ネットワークの誕生

1967年   独身婦人連盟 (独婦連)

80年11月  ひとり歩きの会 (大阪)

82年   東京 。ひとり歩きの会→しんぐる巣 (88年 5月 )

87年   柾目の会 (節 =父子が無い女たちの会)

90年 8月 確信犯 ?シ ングルの会 (大阪)

90年■月「シングルズ 。ネット」東京読者会→東京シングルズ 0ネ ット
91年 2月 単身けん

(ひ とりで生きるために、単身者の生活権を検証する会)(東京)

他にも、名古屋地区でシングルズ 0ネ ットワーク誕生 (88年 (?))、 NEW
S21(90年 10月 /名古屋)、 独り暮らしの女性の会 (仮称)(91年 7月
/大阪)な ど。

b。 さまざまなシングル

ー 〈制度としての結婚〉に対する心理的なスタンスを軸にした分類

① (結婚)拒否型 (確信犯型)

「選択的シングル」
別名 「いきいきシングル」「のびのびシングル」「はつらつシングル」

「しっかリシングル」「バリバリシングル」

② (結婚)過渡型 (モ ラ トリアム型/結婚予備軍)

別名 「なりゆきシングル」「うっかリシングル」

(al「不本意シングル」
「とまどいシングル」「ためらいシングル」

(b)「 ちゃっかリシングル」 (家庭内単身者)

③ (結婚)不能型
別名 「やっかいシングル」

◆30代の男や女が結婚できないのは、親が子どもを話さないからなんで
すね。/他の先進国のシングルは自立していますが、日本のシングル
はまだ息子であり、娘であり続けるということであって、親ばなれし
ていないんですよ。 (深江誠子『「家族すること」からの自由』かも
がわブックレット)

★「やむなくシングル」 0いやさしき不能型)

④ポス ト結婚型
別名「よぎなくシングル」

・死号1シ ングル

・離房1シ ングル  ・

⑤ 「社会的寡婦」
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3、 さまざまなシングル12)

(形態)単 居

a。 「シングル」の く意味〉の拡大――さまざまなシングルの く定義〉

・ 「ひとりしか住んでいない家庭」
(80年 ヘルマン 0シ ュライバー (西独)『 シングルズー脱結婚時代の生
き方』西義之訳/TBSブ リタニカ)

・ 「法律上の配偶者をもたないこと」 (「結婚しない、家族を構成しない、し
いていえば、単身家族、単身世帯の人々」)

(83年 千野境子『あなたもシングル ?』 ユック舎)

。「結婚 していない人、離婚 している人」十「婚姻届を出さないで異性と共同
生活をしている人」、「婚姻届は出していてもひとりで暮らしながら『シ
ングルである』という意識を持っている人」
(87年 吉廣紀代子『非婚時代』三省堂)

・ 「選択的単独生活者」=
「未婚者であれ、離婚者であれ、別居者であれ、ポス ト結婚者であれ、特定
のパー トナーとは暮らしていない男女すべて」、 「制度的な関係に縛られ
ることなく、一人の住宅空間を享受している男女のこと」
(86年 海老坂武『シングル・ライフー女と男の解放学』中央公論社)

☆「シングル感覚」 (「 『非婚か既婚かを問わず』『その配偶状態に拘束され
ずに自分の人生を自己実現に向けてじゅうじつさせようと』する姿勢」)

(87年 青木やよひ『シングル・カルチャーーポス ト家族のゆくえ』有斐閣)

☆「結婚 しようとすまいとJ「人はそもそもシングルの存在である」
「自立的なシングルであるということは人間としての最低の条件ではないか」

(83年 落合意子 「シングル感覚をみつめたい」、千野境子『あなたもシ
ングル ?』 前掲)

b.「形態」と「意識」とによる再分類の試み

(意 識)

選択的
A    ↑    B

選 択 的
単独生活者

不本
(単 居)

C
非

事 実 婚
(′トトーナーと一緒)
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